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1.研 究 目的

われわれは、これまでに長年に亘って、人間

が真に幸福に生きるために欠くことのできない体

育を発想の転換を図りながら、理論的 0実践白(Iに

追求してきた。本研究はその研究の一環であって、

特に人間が幸福に生きるために欠くことのできな

い体育の重要な内容に位置づけなければならない

と考えられる人間の生活 。生存に要求される基礎

的動きの研究の一部である。

われわれは体育を 「主に全ての身体的なことを

通して、個人的 ・社会的にみて望ましい生き方の

できる人間の身体的精神的育成を意図的に図る、

生活全体を一面的に設計 0統御する現象Jと して

とらえている。本研究の目的の一つは、このよう

な体育に内在させる内容となるべき動きを体系的

に究明すること。二つには、具体的に各種の体育

運動に内在する生活 e生存に要求される基礎的動

きを抽出し体系化し指導内容化することにある。

一般に、体育の指導では、広く生活 0生存の場

への動きの適応能力を体育運動を通して計画的に

高めさせることが重要である。しかも、基礎的動

きを意図的 ・計画的に身につけさせることは、行

動体力要因に着目すると、調整力を全面的に効果

的に高めさせることとしてとらえられることから、

基礎的動きの体系的確立は体育学研究の重要な柱

になると考えられる。このためには、体系的に確

立された基礎的動きを各種体育運動における指導

内容に計画的に内在させることが必要になってく

る。

われわれは、現在基礎的動きの体系的究明を、

表 1、図 1、表 2によってすすめているが、特に

本研究では基礎的動きからみた陸上競技の特性を

明らかにし、陸上競技に要求される技能、体力が

効果的に高められるなかで身につけさせることの

期待される陸上競技的基礎的動きを究明すること

である。

2.研 究方法

われわれは、人間の生活 0生存に要求される

基礎的動きを表 1に示すような多角的視点からの

理論的考察、生活 ・生存の場に要求される人間の

動きをイメージアップすること、グループでアイ
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人間の生活 ・生

存に着目して

動 きの段階的な

とらえ万に着目

して

※1 ※2
※3

基礎行動体力要

因に着目して

場の人的条件に

着目して

環境の種類に灌

目して

環境の場所的条

件に着目して

動 きの物的条件

に着目して

人間の生涯に着

目して

表 1 人間の生活 ・生存に要求される基礎的動きのとらえ方

日常生活に要求 される動 き
災害の予防 ・克服に要求 される動 き
生産に要求 される動 き
レク リェーションに使われる動 き
生命力、筋力、スピー ド0パ ワー、持久力、柔軟性などを高めるために

特別に工夫 された動 き
第 1次 的基礎的動 き ※ 1

要素的な動 き…………立つ、走 る、など

第 2次 的基礎的動 き ※ 2

いくつかの要素的な動 きの含まれている基礎的なもの

……Ⅲ……整列 して歩 く、走って きて遠 くへ とぶ、など

第 3次 的基礎的動 き ※ 3
第 1、第 2次 の動 きが含まれている知的な基礎的動 き

……・……泳いで人を助ける、長距離をよい記録で走る
ペース、など

自動化することの望まれる動 き
自動化することの望まれる動 きの知恵
力型の動 き
スピー ド・パワー型の動 き

持久力型の動 き
巧 ち性型の動 き
個人的な動 き

ペアー的な動 き、対人的な動 き

協力的集団的な動 き、対立的集団的な動 き
自然環境で要求 される動 き

人工的環境で要求 される動 き

社会的環境で要求 される動 き
地上で要求 される動 き

空中で要求 される動 き

水上、水中、氷上、雪上などで要求 される動 き

徒手による動 き

道具を使 う動 き

施設 を使 う動 き
発育期に身につけることの望まれる動 き

生産年齢期に身につけることのifまれる動 き

高年齢期に身につけることの望まれる動 き
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現在および将来の
生活 ・生存に欠く
ことのできない基
礎 0基本的動 きの
体系的究明

体育運動に内在さ
せる基礎 0基本的
動きの体系的確立

図 1 体育運動の体系的確立のための研究チャート

生命力 ・基礎行動体力な
どの向上を主なねらいと

する基礎 。基本的動きの

究明

年齢段階などに
即した体育運動
の体系的確立

年齢段階などに即して身につ

けることの期待される基礎 ・

基本的動 きの体系的確立

社会性 ・意志力など
の体育運動を通 して
の育成法、体育運動
によるレクリエーシ

ョンのメカニズム、

などの究明

生命力 ・基礎行動体力など
の育成のための、年齢 ・性
・能力などに即した運動負
荷 ・環境負荷などの究明

人間の身体的可
能性の究明
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表 2 体育運動 (体育的スポーツ)に 内在させる基礎 ・基本的なことのとらえ方 ・在 り方
一 基礎。基本的なことの一群としての基礎・基本的な動きの位置づけ ―

階 層 段 階

1直接的実践的階層

① 諸基本的価値の追求・実現が体育運動
によって図られている生活 ―――――

②  諸基本的価f直の追求 ・実現能力の体育
運動による開発

平和な生 きがぃのある生 き方が体育
運動によって図 られている生活

平和な生 きがぃのある生 き方のでき
る能力の体育運動による開発

①  発育期基礎 ・基本的なこと

丞本的なこと

高齢期基礎 。基本的なこと

障害者基礎 ・基本的なこと

基礎 ・基本的な動き、動きづくりの行い
方などに関すること
体力の向上に役立つ運動負荷、体力づ く

りのすすめ方などに関すること
体育運動によるレクリエーション及び積

極的休息に関すること
体育運動による精神的人間育成 (精 神的

能力、態度の育成 )に 関すること
災害の予防 ・克服能力の体育運動的方法

による開発に関すること
生産的能力の体育運動的方法による開発

に関すること

ディアを出し合い討議すること、などによって仮

説的に引き出していく。そして得られた仮説的な

基礎的動きを良い動き方 (動きの技術)を も含め

て、実践的に究明していこうとしている。

本研究では、第一には、表 1に示す基礎的動き

の多角的なとらえ方をもとにして、基礎的動きか

らみた陸上競技の特徴を理論的考察によってとら

えることにした。第二には、陸上競技そのものに

含まれる基礎的動き、陸上競技のそれぞれの種目

に要求される技能 ・体力などの効果的な高め方を

も配慮 しての陸上競技的基礎的動きを理論的考察

とグループでの討議を通して仮説的に引き出して

いくことにした。

3.結 果 と考察

(1)陸上競技的基礎的動きの特性

われわれの体育運動のとらえ方、基礎的動きの

とらえ方などをもとにすると、陸上競技的基礎的

表 3 陸上競技的な基礎的動きの特性

一①生活0生存に要求される活動の安全と能率に役立つ動きである。
―②陸上での歩0走・跳0投に関する動きである。
―③主にイ固人的動きである。
一④ 徒手による動きと道具を使う動きに分けられる。
一⑤ 与えられた条件の中で、できるだけ大きなスピード(走の場合 )、

距離 (跳 ・投の場合 )を出すことをねらいとする動きである。
―⑥ よい成績をあげるのに、それぞれの動きの特性に即した基礎行動体力に重要な動きである。
―⑦陸上競技そのものに含まれている動きのほかに、同じ類型に入る動きをも含める必要がある。
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動きの特性には表 3に示すいくつかをあげること

ができると考えられる。

陸上競技的な基礎的動きの特性として、まず生

活 0生存に要求される活動の安全と能率に役立つ

動きをあげることができよう。生活 0生存の場で

最も大切な動きは移動であり、移動の中心的な動

きとして歩 0走がその代表的なものになる。従っ

て、生活 0生存に要求される基礎的動きの重要な

側面をになう違とにもなる。

第二に、陸上競技種目は陸上での歩 ・走 。跳 ・

投に関する動きである点があげられる。

第二に、陸上競技の特性はリレーを除けば個人

的動きであることがあげられる。

第四に、何も道具を用いない歩 ・走 ・跳として

の動きと道具を用いる動きが存在している。

第五には、与えられた条件の中で可能な限り大

きなスピード (走の場合)、距離 (跳0投の場合)

を出すことをねらいとする動きが存在している。

第六には、良い成績をあげるのに、それぞれの

動きの特性に即した基礎的動きが存在している。

第七には、陸上競技そのものに含まれている動

きのほかに、同じ類型に入る動きをも含める必要

がある。

(2)陸上競技における基礎的動きの実際

陸上競技における基礎的動きを走 0跳 0投に着

目して、検討を加え具体的な動きを抽出し/てまと

めてみた。以下その結果を述べてみることにする。

① 走に着目した基礎的動きの実際

具体的には、短距離走、障害走、持久走に分け

て検討を加えまとめた。

ア.短 距離走

短距離走では、陸止競技そのものに含まれて

いる動きとして、クラウチング姿勢からの加速疾

走の動き、金力疾走の動き、持久力走の動きがあ

げられる。また、陸上競技に関連してあげられる

動としては、クラウチング姿勢からの加速疾走の

動きに関連する動きとして、(ア)立 位、座位、

横臥などの姿勢からの加速疾走、(イ)加 速 ・減

速疾走 (折り返し走)、(ウ)低 い姿勢を保持した

ままでの加速疾走の3種類をあげることができる。

全力疾走の動きに関連する動きとしては、(ア)

低い姿勢での加速疾走、(イ)運 搬疾走 (リュッ

クサック型、タンク型、カツギ型、など)、(ウ)

けんけん疾走、(工)ジ クザク疾走、llll形疾走な

どの4種類をあげるとこがで十る。

持久力走の動きに関連する動きについては抽出

できないと考えられる。

イ.障 害走

障害走では、陸上競技そのものに含まれている

動きとしては、クラウチング姿勢からの決められ

た距離に置かれた、決められた高さの障害物の疾

走越えの動きと規則的に置かれた、決められた高

さの障害物の疾走越えの動きがあげられるc

クラウチング姿勢からの決められた距離に置か

れた、決められた高さの障害物の疾走越えの動き

に関連する動としては、(ア)不 確定の距離に置

かれた障害物の疾走越え、(イ)不 確定の高さの

障害物の疾走越え、(ウ)障 害物の歩き越え (歩

きハードリング)、(工)反 対脚踏切りによる障害

物越えの動きがあげられる。

ウ.持 久走

持久走では、陸上競技そのものに含まれる動き

として、長距離走の動き、中距離走の動き、保健

的緩走 (ジョギング)の 動き、準備運動 。整理運

動に用いる緩走の動きがあげられるここれらの動

きについて陸上競技に関連してあげられる動きと

して、(ア)各 種の地形での持久走、(イ)各 種障

害物を克服しての持久走、(ウ)急 歩、経済走、

(工)準 備運動歩、整理運動歩、保健運動歩、な

どの動きがあげられる。表 4は 、これらの検討結

果をまとめたものになっている。

②跳に着目した基礎的動きの実際

VLに着目した基礎的動きを抽出する場合には、

幅をねらいとする走幅とび、三段とび、高さをね

らいとする走高とび、棒高とびがあげられるが、

ここでは代表的な走幅とびと走高とびについて考
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察し、棒を用いる跳躍としての棒高跳びに■,いて
は簡単にS、れてみることにする.

アe走 り幅とび

走り幅とびでは、陸上競技そのものに含まれて
いる動きとしては助走を伴う全力型幅とびの動き
があげられる。しかも、助走を伴う全力型幅とび
の動きに関連 してあげられる陸上競技的な動きと

しては、(ア)助 走距離を制約 した全力型幅とび、
(イ)そ の場からの両脚踏切幅とび、(ゥ)そ の場
からの両脚 ・片脚振込踏切による立幅とび、(ェ)
反対脚による(ア)、(ゥ)の 幅とび、(ォ)そ の場
及び短距離走による連続 (3～ lo回)ホ ップ、連
続ステップ、交互連続ホップ、などを安全な着地、

距離を伸ばすことのできる着地、などを配慮 した

動きがあげられる。

イ.走 高とび

走高とびでは、陸上競技そのものに含まれてい

表 5 陸上競技的基礎的動 き ―走 ―

る動きとして|ま助走を伴う全力型の高い障害物越
えの重なきがぁげられる。しかも、助走を伴う全力
型の高い障害物越えの動きに関連 してあげられる

陸上競技的動きとしては、(ァ)助 走距離を制約
した|まさみとび (いろいろの方向からの助走によ

る)、(イ)そ の場からの両脚踏切による高い障害

物越え、(ゥ)そ の場からの両脚 ・片脚振込踏切
によるベリーロール型による高い障害物越え、
(工)そ の場からの手タッチ型高とび、(ォ)助 走
を使う手タッチ型高とび (片脚踏切及び両脚踏

切)、などを安全着地の動きをも重視 した動きが

あげられる。

ウ.棒 高とび

棒高とびでは、陸上競技そのものに含まれてい

る基礎的動きの抽出は不可能であるが、棒高とび

で陸上競技に関連 してあげられる動きとして、安

全着地の動きを重視した(ァ)そ の場から棒幅と

イ 障
(ス

ー
型 i

①らん晨ζ百耗だ奮でな
■1lF拘の知i壼疾走越 え
ν_/二:_ぎ

§ [信善雷8争Sョギ
④にfi誓影こ鷲鏡誉動
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び、(イ)

表 5は、

短助走の棒幅とびの動きがあげられる。

これらの検討結果をまとめたものになっ

ている。

表 5 陸上競技的基礎的動 き 一跳 一

表 6 陸上競技的基礎的動 き 一投 ―

③ 投に着目した基礎的動きの実際

投に着目した基礎的動きを考察する場合に陸上

競技の投てき種目そのものの他にソフトボール投

げも含めて考察することが望ましいと考えられる。

陸上競技そのものに含まれる動きとして、軽いも

のを助走を利用する全力上手投げ、重いものの回

転振切り投げ (ハンマー投げ)、重いものの突出

し投げ (砲丸投げ)、比較的軽いものの回転振切

投げ (円盤投げ)、比較的軽いものの上手投げ

(槍投げ)の 動きがあげられる。それらに関連す

る陸上競技の投てき的な動きとしては、(ア)重

いものの、その場的の両腕投げ型 (オーバー型、

目種
陸止競技そのものに
含まれている動き

陸上競技に関連 してあげられる動 き

走幅とび
(三段 とび )
(ス ピー ド0パ ワ
ー型運動 )

① 助走を伴う全力型幅
とびの動 き

171 助走距離を制約した全力型幅とび

“

)そ の場からの両脚踏切幅とび
(Thl その場からの両脚 0片脚振込踏切による立幅とび

l‐l 反対脚による0、 101の幅とび
lal その場及び短距離走による連続 (3～ 10回 )ホ

ップ、連続ステップ、交互連続ホップ、など
・安全着地、距離を伸ばすことのできる着地、などの

配慮

イ 走高とび
(パ ワー ・スピー

ド型運動 )

①  助走を伴 う全力型の

高い障害物越 えの動 き
(は さみとび )

171 助走距離を制約したはさみとび (い ろいろの方向
からの助走による )

“

)そ の場からの両脚踏切による高い障害物越え
(ウ)そ の場からの両脚 0片脚振込踏切によるベ リーロ

ール型による高い障害物越え
0 その場からの手タッチ型高とび

l―■l 助走を使う手タッチ型高とび
(片脚踏切及び両脚踏切 )

・安全着地の動きをも重視

ウ 棒高 とび その場か らの棒幅とび
短助走の棒幅とび
安全着地の動 きの重視

０
０

・

目種
陸上競技その ものに

含まれている動 き
陸上競技に関連 してあげられる動 き

ソフ トボール投
げ
(や り投げ )
(砲丸投げ )
(円盤投げ )
(ハ ンマー投げ )

①全秀呈皐繰移

"翫

ま
利用する

② 重いものの回転振切り投げ
の動 き(ハ ンマー投げ )

③ 重いものの突出し投げの動
き(砲丸投げ )

④ 比較的軽いものの回転振切
り投げの動 き (円 盤投げ )

⑤ 比較的軽いものの上手投げ
の動 き(槍投げ)

ぱ)重 いものの、その場的の両腕投げ型

“
)(1豪ご量引ゝこあ「z謬場弦乏ぶ習醗墓ら

き砲丸投げ型
(勁 比較的軽いものの円盤投げ型
l‐l 比較的重いもののハンマー投げ型

(ひ もつき網袋に入れたメディスンボールの

利用 )
141軽 いものの、その場からの全力上手投げ

(I系上ガ悪省ぁ葉i驚
ドボ~ル、メディス)
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アンダー型、サイド型、など)、(ィ)比 較的重い

ものの、その場あるいは助走つき砲丸投げ型、
(ウ)比 較的軽いものの円盤投げ型、(工)比 較的

重いもののハンマー投げ型 (ひもつき網袋に入れ

たメディスンボールの利用)、(オ)軽 いものの、

その場からの全力上手投げ (ソフトボール、ハン

ドボール、メディスンボールなどの利用)の 動き

があげられる。表 6は 、これらの検討結果をまと

めたものになっている。

4.ま とめ

われわれは、人間が真に幸福に生きるために

欠くことのできない体育を理論的、実践的に追求

してきたが、そのような体育の内容として欠くこ

とのできない、ノ、間の生活 ・生存のための基礎的

動きが今日十分解明されていないことに気づき、

その体系的究明に取り組んでいる。本研究はその

一環であり、陸上競技に着目して、陸上競技に要

求される技能、体力が効果的に高められる中で身

につけさせることの期待される陸上競技的基礎的

動きの究明を試みたものになっている。その結果

は、結果と考察の項で本研究で可能な限り体系を

走 ・跳 ・投にわたり示すことができた。しかし、

このような研究はわが国はもとより外国において

もみることができないものであり、今後更に各種

目に研究の手を伸ばしていくことの必要性のある

ことを痛感させられている。今後は、本陸上競技
の研究を背景にして各種のスポーッゃダンスに着

目した研究を推進する所存である。

識者の厳 しい御指導を期待するところである。

参考文献

1。文部省:高等学校学習指導要領解説保健体育

編         昭和54年5月

2.文 部省:中学校指導書 保健体育編

昭和53年5月

3.文 部省:小学校指導書 体育篇

昭和52年5月

4。廣橋 義敬他:調整力の開発法に関する基礎

的研究

体育学研究第22巻第 1号

昭和52年5月

5.廣 橋 義敬他:調 整力の開発法に関する研究

(I)千 葉大学教育学部研究紀

要第35巻第 2部 昭和62年2月

6。廣橋 義敬他:学校体育指導に関する基礎的

研究 (8)一 指導内容(2)一

千葉大学教育学部研究紀要第36

巻第 2部 昭和63年 2月

7。廣橋 義敬他:学校体育指導に関する基礎的

研究 (9)一指導内容(3)一

千葉大学教育学部研究紀要第37

巻 2部

8。猪飼 道夫他編著: トレーニングの科学、大

修館書店

9.金 原 勇:陸上競技者のトレーニング、ベー

スボールマガジン社

10.猪飼 道夫他編著:学校体育と現代 トレーニ

ング、大修館書店

11.金原 勇編著:陸上競技のコーチンク(I)・

(Ⅱ)、大修館書店

一-35-―


